
国立 別支援教育 合 究所
の概要について

令和８年７月１６日

関東甲信越地区国立大学法人等職員採用説明会

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国立特別支援教育総合研究所・研究企画部・研究員の平沼源志です。
本日は、事務職員とともに働く研究職員の立場から、国立特別支援教育総合研究所の概要について、説明いたします。




国立 別支援教育 合 究所(特総研)の位置

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国立特別支援教育総合研究所、略して特総研と言っていますが、特総研は、神奈川県南東部の三浦半島、横須賀市の海沿いに位置しています。横浜駅からは電車とバスで１時間程の距離にあります。



特 総 研 と は

特総研は、我が国唯一の特別支援教育のナショナルセンターと
して、研究活動、研修事業、情報普及等の取組を通じて、障害
のある子供一人一人の教育的ニーズに対応した教育の実現に貢
献することをミッション（使命）としています。

沿 革
昭和46年10月 国の所轄機関として国立特殊教育総合研究所設置

平成13年 4月 独立行政法人化

平成19年 4月 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所に
名称変更

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
特総研は我が国唯一の特別支援教育のナショナルセンターとして、研究活動、研修事業、情報普及等の取組を通じて、障害のある子供一人一人の教育的ニーズに対応した教育の実現に貢献することをミッション（使命）としている機関です。昭和46年に国の所轄機関として設置され、令和3年に50周年を迎えました。平成13年には独立行政法人となり、平成19年から現在の名称になっています。



組織図・役職員数

理事長
青木 隆一

理事
清重 隆信

監事（非常勤）
浅野良一
中家華江

監査室

総務部

研究企画部

研修事業部

情報・支援部

ウェルビーイングＳ＆Ｉセ
ンター

発達障害教育推進センター

運営委員

参与

西日本ブランチ
広島オフィス

合計（常勤） 76

役員 2

研究職 39

事務職 35
（令和8年7月1日現在）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
特総研では、理事長・理事のもと、６つの部・センターに分かれて活動しています。皆さんが採用された場合は、総務部に配属されます。
役職員数は約70名で、その他に非常勤の事務補佐員等がいますので、全体で約100名程の組織となっています。



特 総 研 の 活 動

情報普及：研究所公開（ゴールボール体験）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
特総研では、研究活動、研修事業、情報普及等の取組を行っています。
①研究活動では、全国の学校の障害のある子どもの実態についての調査や教育活動の進め方などについて研究を行ったり、それらの研究成果を生かしたガイドブックやパンフレットを作成して、幅広い普及に取り組んでいます。
②研修事業では、全国の特別支援教育に携わる中核的な教員などを対象とした２か月間に渡る研修や、全国の教職員の資質向上支援のためのインターネットを利用した講義配信などを行っています。
③情報普及では、研究成果等を掲載したホームページの運営や充実、研究所公開やセミナー等を開催しています。



総 務 部
事務職員は、総務部の総務企画課、財務課、研修情報課に配属され、

研究活動、研修事業、情報普及活動を運営していく仕事をすることになります。

総務企画課の業務
研究活動業務、 広報活動、職員の人事、
法人の中期計画・年度計画の策定 等

財務課の業務
予算・決算、施設管理、備品の購入・管理 等

研修情報課の業務
研修事業業務、教職員の資質向上支援、
図書室の運営、情報システムの管理 等

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、総務部について説明します。皆さんが採用された場合は、総務部の総務企画課、財務課、研修情報課のいずれかに配属されて、研究活動、研修事業、情報普及活動を運営していく仕事をすることになります。
総務企画課は研究活動業務や、広報活動、職員の人事、法人運営に関する中長期的な計画の策定に関する業務等を担っています。
財務課は特総研の運営に関わる予算・決算や、施設管理、備品の購入・管理等を担っています。
研修情報課は、研修事業の業務や、全国の教職員の資質向上支援、特総研の図書室の運営、所内の情報システム管理等を担っています。



特 総 研 の 活 動

①研究活動
・重点課題研究：共生社会の担い手を育むための教育に関する研究
・障害種別専門分野研究：知的に障害のある子供の特別支援教育に関する研究
・先端的・先導的研究：知的障害のある児童生徒に対するプログラミング教育の推進

に関する研究
・外部資金研究（科研費）：特別支援学級担任の専門性に関する研究

②研修事業
・都道府県等における指導者の養成：特別支援教育専門研修（知的障害教育プログラム）
・幅広い教職員の資質向上に係る支援：「NISE 学びラボ」～特別支援教育 e ラーニング～

③情報普及活動
・研究所セミナー（毎年実施）
・知的障害教育に関わる研究成果普及のためのセミナーや

研究成果物の普及

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、私の活動・業務について紹介します。
私自身は、知的障害教育や障害のある子どもの運動に関わる内容を専門としつつ、学校現場での勤務経験を生かして、研究や研修、情報普及等を行っています。
まず、研究活動についてです。
現在は、小・中学校の特別支援教育の充実に関わる研究チーム、知的障害のある子供の特別支援教育に関する研究班、
また、知的障害のある児童生徒に対するプログラミング教育の推進に関する研究チームの３つの研究グループに所属し、
国の政策課題や教育現場等の喫緊の課題に対応した研究を進めると共に、研究成果等の幅広い普及に取り組んでいます。
さらに、個人の研究として、外部資金の科学研究費助成金を獲得し、特別支援学級担任の専門性に関する研究を進めています。

次に、研修事業についてです。
これまでの研究成果等をもとにした、都道府県等における指導者の養成や、幅広い教職員の資質向上に係る、数多くの研修を行っています。
スライドでは、私が関わっている研修の一部を紹介しています。
主に知的障害教育分野の研修内容の検討や、研修の講師を担当しています。
最後に、情報普及活動についてです。
毎年、研究所セミナーを実施し、特別支援教育について、喫緊の課題に対する研究等を含め、広く情報発信を行っています。
また、知的障害教育に関わる研究成果をもとに、学校現場の教員を対象としたセミナーの開催や研究成果物を配布しています。
これらの活動や業務は、事務職員と研究職員で協力して行っています。
事務職員には、研究所という組織が成り立つよう、各種会議の運営や予算・決算に関わる業務、規程の制定や改正等の業務の他、
研究活動に関しては、特別支援学校や教育委員会、大学、民間企業との研究協力に関する業務、全国の特別支援教育センターとの協議会の開催業務、研究協力者への謝金・旅費の支払い業務、科学研究費助成金などの外部資金獲得のための手続き等を担当いただいています。
研修事業では、研修計画の作成管理をはじめ、各都道府県の教育委員会への研修ニーズ調査や外部講師との連絡調整、研修の広報、インターネットによる講義配信の運営管理などを協力して行っています。
情報普及活動では、研究所セミナーの企画・運営、各種広報活動やインターネットでの情報配信を担当いただく等、研究所の活動を支えてもらっています。




皆様と一緒に働けることを
楽しみにしております！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
皆様と一緒に働けることを、楽しみにしております。
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